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佐藤満が世界選手権初出場で銅メダル

（昭和60年）1985

◆この年の主な出来事

 2月 自民党田中派の竹下登が創政会を発足
 3月 ソ連、ゴルバチョフ新書記長就任
  科学万博つくば'85開幕
 4月 日本たばこ産業（JT）、日本電信電話（NTT）

発足
  全日本柔道選手権で山下泰裕が9連覇
 8月 日航ジャンボ機御巣鷹山墜落事件（乗員

乗客520人死亡）
 9月 プラザ合意、円高是認へ
 10月 阪神タイガース21年ぶりセ・リーグ優勝

（11月西武を下し初の日本一に）
1 1月 コロンビアのネバドデルルイス火山噴

火、死者2万4,740人

　国際レスリング連盟（FILA）は1982年に女子を

レスリングのスタイルとして認め、世界的な普及

に取り組み始めていた。この年の2月9日にフラン

ス・クレルモンフェランで初めての女子の国際大会

（ロジャー・クーロン杯国際大会）を開催することに

なり、本協会も前年のロサンゼルス・オリンピック

のフリースタイル監督だった福田富昭・国際交流委

員長を中心に女子に取り組む気運が盛り上がった。

　白羽の矢が立ったのは、日体大時代に柔道選手

だった大島和子（東京・城西高教）。前年暮れから日

大などでレスリングを教え、出場させた。結果は2

戦2敗だったが、これをきっかけに日本における女

子の取り組みが始まった。

　ソウル・オリンピックへ向けての男子の強化は、

3月30～ 31日のフリースタイルのワールドカップ

から始まった。日本はキューバやカナダを退け、

ソ連、米国に次いでの3位。52kg級の佐藤満（日体

大研）が個人優勝し、62kg級の赤石光生（日大）が2

位に入るなどの好成績を挙げた。

佐藤満がスーパーチャンピオン・カップで
ロス五輪金メダリストを破る

　5月5～ 6日には東京・代々木競技場第二体育館

で世界のトップ選手を招待してスーパーチャンピ

オン・カップを開催。出場は各階級3選手程度だっ

たが、両スタイル全階級で実施したのは初めての

こと。フリースタイル48kg級は小林孝至（日大）が

1983年世界4位のラスロ・ビロ（ハンガリー）を破

り、同52kg級も佐藤満（日体大大学院）がロサンゼ

ルス・オリンピック金メダルのサバン・トルステナ

（ユーゴスラビア）を破ってそれぞれ優勝した。

　グレコローマンは、ロサンゼルス・オリンピック

52kg級金メダリストの宮原厚次（自衛隊）が負傷で

出場を取りやめたが、代役の河本勲（自衛隊）がオリ

ンピックで宮原を苦しめたダニエル･アセベス（メ

キシコ）に快勝して優勝した。

　優勝3階級は賞賛されるが、出場した19階級で

最下位（3位）が13階級もあったのは事実。安閑と

していられない現実にも直面した。大会には、フ

ランスとベルギーから女子選手を招待し、大島和

子も出場して女子のエキシビションマッチが行わ

れ、女子レスリングの存在をアピール。

この大会のあと、当時人気絶頂だった全日本女子

プロレスの受験生にレスリングを勧めたりして選

手を集めた。6月には東京・青少年総合センターで

合同練習会を報道陣に公開。普及と広報活動に力

を入れた。

本田多聞が史上初の4年連続学生二冠王

　6月28～ 30日には山梨学院大で全日本選手権が

行われ、グレコローマン52kg級でロサンゼルス・オ

リンピック金メダルの宮原厚次（自衛隊）が5連覇

1984

階級
（出場選手数） 選手名 1回戦 2回戦 3回戦 4回戦 5回戦 6回戦 ファイナル 順位

48kg級
（7名）

入江　隆
（自衛隊）

○Ｆ0'37"(3-0)
Kent Andersson
（スウェーデン）

○9－9
Son Gab Do＝孫甲道

（韓国）
ＢＹＥ → → →

●Ｆ2'58"
Robert Weaver
（米国）

2位

52kg級
（17名）

髙田　裕司
（群馬・館林高教）

○Ｆ1'27"
Talla Diaw
（セネガル）

○ＴＦ3'58"(12-0) 
Bernardo Olvera
（メキシコ）

ＢＹＥ
●8－8
Saban Trstena
（ユーゴスラビア）

○ＴＦ2'51"(14-2)
Mahavir Singh
（インド）

→
○ＴＦ4'34"(12-0)
Ray Takahashi
（カナダ）

3位

57kg級
（16名）

富山　英明
（日大教）

○Ｆ3'53"
Ibrahim Akgun
（トルコ）

○Ｆ3'51"
Brian Aspen
（英国）

○11－3
Orlando Caceres
（プエルトリコ）

○Ｆ2'19"
Rohtas Singh
（インド）

→ →
○8－3
Barry Davis
（米国）

優勝

62kg級
（16名）

赤石　光生
（日大）

○7－4
Bob Robinson
（カナダ）

○Ｆ1'40"
Carmelo Flores
（プエルトリコ）

●1－8
Martin Herbster
（西ドイツ）

○ＴＦ5'18"(12-0)
Selman Kaygusuz
（トルコ）

○7－0
Lee Jung-Keun＝李正根

（韓国）
→

●ＴＦ4'52"(11-24)
Randy Lewis
（米国）

2位

68kg級
（22名）

上村　政和
（警視庁）

ＢＹＥ ○警告、5'36"
Jose Betancourt
（プエルトリコ）

○Ｆ1'08"
Victor Kede Manga
（カメルーン）

●4－11
You In-Tak＝柳虎卓

（韓国）

○6－2
Erwin Knops
（西ドイツ）

○5－5
Fevzi Seker
（トルコ）

●途中棄権
Jukka Matti Rauhala
（フィンランド）

4位

74kg級
（22名）

樋口　直巳
（奈良県体協）

●2－5
Rajender Singhx
（インド）

○7－4
Fritz Lloyd Walker

（英国）

○11－3
Marc Mongen
（カナダ）

○Ｆ1'31"
Houkreo Bambe
（カメルーン）

●Ｆ1'20"
Martin Knosp
（西ドイツ）

→
○7－3

Han Myung-Woo＝韓明愚
（韓国）

5位

82kg級
（16名）

長島　偉之
（栃木・足利工高教）

●5－10
Kim Tae-Woo＝金泰雨

（韓国）

○Ｆ2'03"
Barthelemy Nto
（カメルーン）

○7－4
Busarello

（オーストリア）

○6－1
Iraklis Deskoulidis
（ギリシア）

○6－3
Reiner Trik
（西ドイツ）

→
●ＴＦ1'59"(13-0)
Mark Schultz
（米国）

2位

90kg級
（16名）

太田　章
（早大教）

○7－1
Michele Azzola
（イタリア）

○Ｆ1'15"
Abdul Breesam-Rahman

（イラク）

○Ｆ2'09"
Budo Lukowski
（西ドイツ）

○ＴＦ3'48"(13-0)
Macauley Appah
（ナイジェリア）

ＢＹＥ
○4－2
Noel Loban
（英国）

●ＴＦ4'02"
Ed Banach
（米国）

2位

100kg級
（11名）

本田　多聞
（日大）

○Ｆ3'52"
Ambroise Sarr
（セネガル）

ＢＹＥ
●4－9
Hayri Sezgin
（トルコ）

●Ｆ1'56"
Lou Banach
（米国）

→ →
○不戦勝
George Pikilidis
（ギリシャ）

5位

+100kg
級

（8名）

石森　宏一
（大阪府警）

●4－6
Hassan El Hadad
（エジプト）

●Ｆ4'22"
Bob Molle
（カナダ）

●Ｆ2'08"
Mamadou Sakho
（セネガル）

7位

階級
（出場選手数） 選手名 1回戦 2回戦 3回戦 4回戦 5回戦 6回戦 ファイナル 順位

48kg級
（12名）

斎藤　育造
（専大）

○ＴＦ2'08"(12-0) 
Gustavo Delgado
（メキシコ）

○ＴＦ3'30"(14-2)
Lars Ronningen
（ノルウェー）

ＢＹＥ
○15－13
Jun Dae-Je
（韓国）

●7－18
Markus Scherer
（西ドイツ）

→
○7－5
Salih Bora
（トルコ）

3位

52kg級
（12名）

宮原　厚次
（自衛隊）

○警告、3'52"
Mihai Cismas
（ルーマニア）

○ＴＦ2'03"(12-0)
Jean-P. Chambellan
（フランス）

○12－10
Jon Ronningen
（ノルウェー）

○15－11
Bang Dae-Doe
（韓国）

→ →
○9－4
Daniel Aceves
（メキシコ）

優勝

57kg級
（16名）

江藤　正基
（自衛隊）

○8－4
Lachkar Ali
（モロッコ）

○ＴＦ5'01"(16-4)
Abdul Ellatif-Khalaf
（エジプト）

○警告、5'44"
Anrinio Caltabiano
（イタリア）

ＢＹＥ
○6－6

Haralambos Holidis
（ギリシャ）

○Ｆ4'25"(7-0)
Benni Ljungbeck
（スウェーデン）

●5－8
Pasqual Passarelli
（西ドイツ）

2位

62kg級
（20名）

長内　清一
（三八教育事務所）

○3－0
Hannu Lahtinen
（フィンランド）

○13－5
Brahim Loksairi
（モロッコ）

●7－11
Salem Bekhit
（エジプト）

○8－2
Hugo Dietsche
（スイス）

●2－4
Kim Weon- Kee
（韓国）

8位

68kg級
（14名）

根本　誠次
（茨城：藤代紫水高）

●5－6
Dietmar Stretler
（オーストリア）

●0－7
Vlado Lisjak

（ユーゴスラビア）
―

74kg級
（14名）

向井　孝博
（自衛隊）

●9－10
Celal Taskiran
（トルコ）

●ＴＦ2'42"(13-1)
Martial Mischler
（フランス）

―

82kg級
（15名）

森山　泰年
（自衛隊）

●警告、5'22"
Dimitrois Thanopoulos
（ギリシャ）

●警告、5'19"
Georg Marchl
（オーストリア）

―

90kg級
（13名）

馳　　浩
（石川・星陵高教）

●ＴＦ1'52"(0-13)
Ilie Matei

（ルーマニア）

●0－4
Jean-F. Court
（フランス）

―

100kg級
（8名）

藤田　芳広
（徳島・和歌山北高教）

●ＴＦ3'39"
Greg Gibson
（米国）

●ＴＦ1'23"
Jozef Tertelji

（ユーゴスラビア）
7位

+100kg
級

（8名）

安藤　正哉
（安藤コンクリート）

●7－11
Panayotis Pikilidis
（ギリシャ）

●警告、4'49"
Refi k Memisevic
（ユーゴスラビア）

繰上
6位

【フリースタイル】

【グレコローマン】

※Ｆ＝フォール勝ち、ＴＦ＝テクニカルフォール勝ち

ロサンゼルス・オリンピック　【日本選手成績】
1984年7月30日～8月3日＝グレコローマン、8月7～11日＝フリースタイル　米国・ロサンゼルス


